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 Establishment of  Climber Safety Measures to Temporarily Relax
                   the Climbing Ban  on  Mt. ifwate

     Tokumi  SAiTo', Hidekazu YAMAMoTo',  Tsuyoshi SANo*
                          and  Nobuo  Doi' 

'

                                Abstract

     The  regulation  for stopping  to climb  Mt. Iwate had been carried  out  since  1998 due

   to the frequent occurrence  of  volcanic  earthquake.  Due  to the  economic  consideration

   to  the  region,  measures  or  methods  for recognizing  to climb  Mt  Iwate with  the

   security  of  the safety  of  the mountain  climbers  were  examined,  while  the  volcanic

   activity  had continued  through  three years. By  the cooperation  of  related  organizations

   for preventing disaster, the  answers  were  proposed  as  fo11owings; To  announce

   appropriate  information to mountain  climbers  from Morioka  District Meteorological

   Observatory, To  establish  the system  which  transmits  the emergency  alert  to mountain

   climbers,  To  teach climbers  climb  mountains  on  their own  responsibility.  The

   regulation  for stopping  to climb  mountains  were  temporarily relaxed  from July lst,

   2001 unti]  October 8th for 4 mountain  trails in the  eastern  Mt.  Iwate. The  challenge

   to live together  with  the volcano,  where  volcanic  activity  still continued,  was  started.

   The  correspondence  in Mt. Iwate seems  to become  an  effective  guidetine, which  people

   live together  with  the volcano,  on  other  active  volcanoes.

+-7-  F i kdll ;faX, ?L.111MfiiL 2ftigkma, pt.E.!i.YW
Key  words  / volcanic  disaster, regulation  for stopping  to climb,  mcasures  for safety,  emergency  alert  system

･
 :-EFV<7.T･}':zzXixnesnjI\*l

 Department  or  Civil ttnd  Environmental  Engineering,

 Faculty of  Engineering, Iwate University
t-

 rk,et,,.=? y';'r  ,J 7V'  (de)
 Geothermal  Engincering Co.Ltd.

1pt:fi >k el"V  6 a.t:i,, CS,1}-hk 15 a'i l l H*R  t 
-tt･ft

 !J tttJ ig.

59



Japan Society for Natural Disaster Science

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　for 　Natural 　Disaster 　Soienoe

6〔〕 斎 藤 ・山本 。佐野 ・土 井 ： 岩 手 山入山規 制緩和 に む け た登 山者安 全 対 策の 構築

1．緒　言

　岩手山 で は，火山性地震 の 頻発 や 表面 現象 の 活

発化に伴 い
，
1998 年 7 月 1 日 以 降入 山 の 規 制が

行わ れ た 。 そ の 後，噴火は発牛 して い な い もの の
，

沈静化 に も至 らな い 状況 で 経過 し た 。 こ の 間，経

済環境 の 悪化が 背景に あ る もの の ，風評被害 に よ

る観光 客の 落 ち込み な ど，地域経済 へ の 影響 も考

慮せ ざ る を得な い 状況 と な っ た 。 そ の た め，噴火

の 可能性が否定 しきれな い な か で ，火山活動の 監

視 や登山者の 安全確保体制の 整備 を も と に ，山頂

まで 入山規制の 緩和を図る とい う，わが国 で は例

の な い 「火 山との 共生」の 試み が模索 さ れた。

　火山活動 の 監視 や検討体 制 を 整備 し，研究者，

防災関連機関，報道機関が連携 す る 「減災の正四

面体構造」（岡田 ・宇井，1997）の 実践 の な か で ，

規制緩和 の た め に 必要かっ 実効可能な安 全対策 の

検討が行われた。そ して ，関係機関の連帯責任 と

連携を背景に ， 「気象台か ら の 火山情報 の 適 切な

発表」，「登 山者 へ の 緊 急連絡 シ ス テ ム の 整備」，

「自己責任 の 登山者へ の 啓発」を三本柱 とす る安

全対策が構築 され，2001 年 7 月 1 日 か ら 10 月 8

日 ま で岩手山東側登山道 で の 入山規制の
一

時緩和

が 実施さ れ た 。

　 安全確保 の た め に は，活動 が活 発化 し た 火山に

は近 づ か な い こ とが 最善で あ る 。 しか し，火 山 が

有力な観光や地域振興 の 源で あ る 以上 ，有効 な 安

全対策を構築 し， 地域社会 と共生す る取 り組 み が

求め られ る。 火山活動次第で規制や緩和を繰 り返

す い わ ば受け身 の 姿勢 か ら，監視，評価，対策 な

ど の 充実を図り，積極的 な安全確保の 対応に 基 づ

き入山を認 め る とい っ た岩手山 で の 取 り組 み は ，

噴 火周期の 長 い 我が国 の 多 くの 火山 に と っ て ，先

駆的な指針 とな りうる と考え ら れ る 。

　本論文で は ， 岩手山 の 入山規制 の 緩和 に 向け て

の 登山者 の 安全対策の 理念 と具体的対策お よ び 今

後の 課題 に っ い て 論 じ る こ ととす る 。

2．わが 国の 主な火山で の入 山規制 と安全

　対策

　わが 国 に は，継続的に 噴火を起 こ して い る火山

や ， 短 い 周期で 活動が活発化す る火山が 多 く存在

し，こ れ らの 火山 で は 危険地域へ の 入山規制を行 っ

た り，ま た，
一
部 に は登 111者 へ の 安 全対策 を行 っ

て い るもの の もあ る。 入山の 規制 な ど は，活動状

況を勘案し，随時変更 さ れ る が ，現在，行 われ て

い る規 制措置および安全確保の た め の 設備 の 概略

は，Tabie1 に示す とお りで あ る 。

　阿蘇山など，火 口 まで 不特定多数 の 観光客が 立

ち入 る い わ ば観光火山で は，監視所や シ ェ ル ター

な どの 安全施設を設置して い る 。 しか し，ほ とん

どの 火山で は，活動 が 活発化 した場合に 入 山 を規

制す る こ と で，安 全 を確保す る こ とと して お り，

登山者を対象と した本格的 な 緊急警報 シ ス テ ム な

どは整備され て い な い
。 ま た ， 入山 の 規 制 や緩 和

Tab 【e　 1The 　 regulation 　for　stopping 　to　 climb 　 mountains 　 and 　the 　 measure 　for　the　safcty 　of　mountain

climbers 　for　volcanoes 　in　Japan（March 　in　2002 ）．

名山火

岳

山

山

勝

前

珠

十

樽

有

入山 規制 の 範 囲 警 N 装 置 な ど の 有無

北 海道駒 ケ 岳

岩 手 山

草 濘 自根 山

浅 間 山

伊 豆大 島

三 宅 島

久 重 山

阿 蘇 山

雲 仙 岳

按 島

火 口 に 近 い 一部 コ
ー

ス 規 制

外輸 山の 内 側 は 幾 制 、簸 団 豊 輿 自粛

大有 珠 ・小 有 珠 を 含 む 火 ロ 原
一

帯 規 制

山頂 か ら 400m 以 内 規 制

西岩 手 山 全 山 規 制 、東 側 4 登 山 週 夏 期 限 定 解 除

湯 釜 か ら 500m 以 内 規 割 （豊 山 道の み 可 ）

山 頂 か ら 500m 以 内 規 制

お 鉢 内 規制

（全 謁民 避 難）

久 重硫 黄 山 ・星 生 山中 心部 規割

中 岳 火 口 付 近 随 時規 制

山 頂 か ら 2km 以 内 親 制 〔道 路 は 可 ）

南 岳 か ら 2km 以 内 規 制

な し

な し

な し

な し

サ イ レ ン
・赤色 灯 11 箇所

シ ェ ル タ
ー

放 送 施 設 3 台

放送 施 設 2 台

な し

シ ェ ル タ
ー・

監 覘 所

拡 画 器

な し

集落 の 防 災 無 線 活 用
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を行 う場合の 火山活動の評価体制 も確立 して はお

らず，当該火山が位置す る市町村が独 白に行政的

見地 か ら措置 して い る 場 合 が 多 い
。 そ の た め ，

2000 年 9 月 の 磐梯山の 地元町村 に よ る入山規制

緩和 に 際 して は，地 元 気象台が 懸 念 を 表 明 す る と

い っ た困惑 した事態 も生 じて い る。

　噴火周期が長 く，現存 す る行政 関係者や 住民が

当該火山の 噴火を 経 験 して い な い わが国 の 多 く の

火山で は，火山防災対策 も手付か ず の と こ ろ が 多

く，登llI者 の 安全確保 の シ ス テ ム な ど検討 さ れ た

こ とす らな い の が実情と い え る 。

　そ の た め，岩手山 に お い て も，範 となす べ き事

例が な い 巾で ，独自に 入 山規制の 緩和 と安全確保

の 両 立を目指 した理念と体制の構築を模索す る こ

と とな っ た 。

3．岩手山の 火山活動の 経緯

　 1995 年 9 月 に 火山性微動 の 発生 で 研究者 に 注

目され た岩手山 で は，2 年半後 の 1998 年 4 月 29

目 に 285 回の 火山性地震 が 発生 し臨時火山情報第

1号が発表さ れ た。同年 6 月 24 日に は，噴火 の 口J
能性 の 指摘を含む臨時火山情報第 2号が出さ れ た 。

そ の た め，当時，県が設 置 した 「岩手山火 山活動

対策検討会」の 助言を もとに ，岩手県 と岩 手山周

辺 6 市 町 村 （盛岡市，雫石町，滝沢村，玉山村 ， 西

根町，松尾村）の 首長 が 協 議 し，同年 7 月 1 ロ の

山開 きか ら岩手 Ll［の ほ ぼ全域で入山が禁止 さ れ る

こ と と な っ た。

　岩手山で は ， 1686 年に 大規模な 山頂噴 火 が発

生 し，1732 年に は 焼 走 り溶岩 流 が 噴出 して い る

（−L井，2000）。 しか し，それ以 降大 きな噴火 を起

こ して い な い こ とか ら，具体的な噴火対策 は皆無

で あ り，住民お よ び行政機関 と も火山 に 対す る 関

心 や知識は ほ とんど培われ て い な い状況 に あ っ た。

東北大学大学院理 学研究科地震 ・噴火予知研 究観

測 セ ン タ ーや気象庁な どが監視網の 整備を図 る
一

方 で ，地元 の 産学官連携組織 で あ る岩手ネ ッ トワ
ー

ク シ ス テ ム （INS） が 強力 な リ
ー

ダ
ー

シ ッ プ を 発

揮 し，「岩丁・山の 火山活動 に 関 す る 検討会 （座 長，

斎藤徳美）」「岩手山火山災害 対策検 討委員会 （委

員長，同）」な どの 公的 な 組織 の 立ち ヒげを後押 し

61

した 。 前者は．現地観測 な どを行 う と共 に ，活動

の 現状を行政 に 噛み砕 い て 助言す る もの で あ り，

後者 は，岩手山火山防災 マ
ッ プ の 作製，岩手 山 火

山防災ガ イ ド ラ イ ン の 策定，さ ら に 総合 的防災 対

策に つ い て 提言する役割を担 うもの で あ る 。 また，

ボ ラ ン テ ィ ア 組織で あ る 「INS 岩手山 火山防災検

討会」の 会合 を毎月岩手大学で 開催 し，機関の 壁

を 越 え た 忌憚の な い 意見交換を行 い ，ひ と の ネ ッ

トワ
ー

クつ くりを進 め た 。 な お ，こ れ ら岩千山防

災の た め の 組織の 概要は付録に 示 したとお りで あ

る 。

　岩手山は Fig．1に 示 す よ うに 東西約 13km に

わ た っ て 25 以上 の 火山か ら構成 され て お り，東

経 141度線付近 を境に して ，過 去約 6 千年前以降

に活動を開始 し マ グマ 噴 火を繰 り返 す東岩手山と，

縄文時代以降 は 水蒸気爆 発 しか 発生 して い な い 古

い 山体か らな る西岩手111に大別 され て い る。そ こ

で，東側で マ グマ 噴火，西側 で 水 蒸気爆 発 とい う

二 っ の 噴火形態 で 想定 され る 被害 予測 を示 し た

「岩于山火山防災 マ
ッ プ」 を緊急 に作成 し た 。 さ ら

に ，我が 国で 初め て ，火山 で の 異常発 生 時 か ら 噴

火時 さ らに は復興期ま で に必要な 防災対応 の 指 針

を取り まとめ た 「岩手 ［「1火 山防 災 ガ イ ド ラ イ ン 」

を策定 した 。 そ し て，出来 る と こ ろ か ら の 実務的

対策を進 め ると共 に，避 難訓練 ， 住民説明会，シ

ン ポ ジ ウ ム な どの 啓蒙活動な ど を実践的 に 行 っ て

きた 。 〔斎藤，1999 ； 斎藤，2001a ； 斎藤 ・他 ，

2001 な ど）。

　火山性地震 の 回数は 1998 年 8 月頃か ら減少 に
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転 じた が ，同年 9 月 3 日 に は 雫石町長 山で 震度 6

弱の 地震が発生 した 。 こ の 地震 は 活断 層 が 動 い た

もの で （越谷 ・他，1998），岩手山西側 で 発生 し

て い る 火山性地震 と は 異 な る もの で あ る が，こ の

地震の発生は住民に衝撃 を与え た 。 2001 年以 降 ，

月あ た りの 火山性地震 の 回数 は 100 回以 ドで推移

して い る。ま た，1998 年 2 月 頃 か ら顕著で あ っ

た 山体 の 南北 へ の 伸張 も，2000 年以 降は ほ と ん

ど み られな くな っ た （東北大学大学院理学研究科，

2002）、 ［［1頂 （薬師火 口 ）で の 表面現象などは ， 地

震や地殻変動な ど が 顕著に な る 以 前と変化はな く，

東側 で の マ グ マ 噴火は切迫 した状 況 に は な い と考

え られ て い る。

　
一

方，西岩手山 の 大地獄谷，黒 倉山，姥倉 山
一

帯 で は，1999 年 5 月以降 ，笹枯れ や 新噴気群 の

出現 と い った表面現象が活発化 し始め た 。 東西約

2．5km ，南北約 700　m と広範囲 で，100箇所を こ

え る新噴気孔が出現 し た 。 黒倉［111］．1頂の 噴 気 は し

ば し ば高さ 200m を越え る な ど活動 は 活 発 な ま

ま推移 して い る （土井 ・他，2001 ；土井 ， 2002）。

1999 年 10 月 18 日 の 火山噴火予 知連絡会 で 水蒸

気爆発 の 可能性が指摘 さ れ （第 82 回火 山噴火予

知連絡会 ， 岩手山 の 火 山活動に関す る統
一

見解），

2002 年 2 月の 同連絡会 で も そ の 見解 は撤同 され

て い な い 。

　 2000 年 10 月に実施 された岩手ILI人工 地震探査

の 弾性波 トモ グ ラ フ ィ 解析か ら，岩 手山 内部 の 3

次元弾性波速度構造が 明 らか に され た （田中 ・他．

2001）。 そ の 結果 に 基づ く火山性地 震 の 震源分 布

や地殻変動解析か ら，1998 年 2 月か ら 4 月 と 8

月 に 浅部ま で マ グマ が上昇 した と推定さ れ て い る

（佐藤 ・浜冂，2001 ；田中 ・浜 口，2001）。 西岩手

山に おける広範囲 な表面現象は ，
マ グ マ の 熱 で 加

熱 さ れ た蒸気，熱水が 上昇す る こ とに よ り もた ら

さ れ て い るもの と考え ら れ る 。

　 岩手山の 地震回数 （東北大学松川 観 測点） と 黒

倉山山頂 の 噴気 の 強さ （松尾村柏台十井宅観 測勲

の 変化 を Fig ．2 に 示 す 。 火山性地震 の 回数 は減少

傾向 に あ り，地殻変動 も鈍化 して い る こ と か ら

1999 年以降，新た な マ グマ の 貫 入 は 生 じ て い な

い もの と推測 さ れ る 。 しか し，浅部 まで 通 路が で

きて い る以土，もし次の貫入があ っ た場合に は 短

時間で 墳火 に 至 る と の 危惧も否定 しきれず，監視 ・

観測体制 の 継続 が 必要で あ る 。 2002 年 3 月現在，

大 きな地殻変動 な どは観 測 さ れ て い な い もの の ，

2001 年 11 月に は 3 年 ぶ りに モ ホ 面付近 で の 低

周波地震の 回数が 27 回 と月 に 20 回 を越え，ま た

2002 年 1月 に は火山性微動も 4 回 （2001 年は年

問で 3 回）観測 され る な ど （盛 岡地方 気象 台，20

0L 　 2002）， 活動 はな お長期化す る様相 を呈 して

い る 。

4．規制緩和の 必 要性

　東側で の 活動 は 切迫 した状況 に は な い とは い え，

沈静化の 宣言も出され て い な い 火山で，入山規制

を 緩和す る事例は 少な い 。

　岩手山で は地震活動や表面現象が活発 化 して 以

来，噴火など実災害が発生 し ない ま ま 3 年以 E を

経過 し，地域 の 経済な ど に 与え る影響を危惧 す る

声 も大き くな りっ っ あ っ た 。 こ の 間，岩手山南側

の 雫石町 に あ る岩手高原 ス キ ー場は，1998 年 9

月 に 営業休 止を決定，冬季 の 営業 を ス キ ー客に頼

る岩手山南山麓 の ペ ン シ ョ ン 村は大 きな 打 撃 を 受

け る こ と に な っ た。1998 年 9 月 3 日 の 雫石 町 で

震度 6 弱 の 地震は，現実 に 自然災害が発生 した と

して ，社会経済状況 の 悪化 に よ る観光客の 減 少 に

追 い 打 ちを か け る こ と に な っ た。2001 年 2 月に

は北山麓の 観光 の 拠点 で もあ る東八幡平 リ ゾ ー
ト

事業か ら JR 東 日本が撤退を表明 した 。

　 こ れ ら観光事業の 撤 退は，単 に 岩手山 の 火山活

動 の み に 起因す る もの で は な い 。 既存 の 観光産業

の 在 り方は，社会経済状況 の 変化 を踏ま え て 根本

的に 見なお し，打開 を図 らな け れば な ら な い 。 し

か し，一
方で 「生 きて い る火山 と の 共 生」へ の 模

索 もまた避 けて は通 れ な い 課題で あ る 。
1999 年

に は，岩于山周辺 6 市町村の 首長か ら人山規 制 の

緩和がで きな い か と の 声が あ が り始め た 。 災害対

策基本法上 か ら規制 を 行 っ て い る の は 当 の 首長 で

あ る とい う矛盾 もさ ら け だ す こ ととな っ た が ，監

視 ・防災体制 も不備 な 状態 の ま ま で の 緩和 は 困難

とい う認識 は，研究者，行政担当者と も
一

致 して

い た 。 地域振興 と安全確保を ど う両立 せ しめ る か，
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公 的 な 委員会で は行 い がた い 忌憚 の な い 意見交換

が，「INS 岩手 山火山防災検討会」の 交流会 な どで ，

2000 年春頃か ら始め られ ，入 ILI規制 の 緩 和 の た

め の 具体的対策が模索 され た 。

　第 3章 に 述 べ た活動の 現状 に 鑑 み る と，火山噴

火予知連絡会で 水蒸気爆発の 可能性が指摘 さ れ て

い る岩手山西側で の 入山規制の緩和は困難 で ある。

しか し，噴火が切迫 して は い な い と考え られ て い

る岩手山東側 に っ い て は，観測機器 の 設置や 観測

成果 の 蓄積で ，噴火 の 時期や形態 を 正 確 に 予 測 す

る こ とは困難で も，事前に 注意喚 起 が 可 能 と考え

られ る よ うに な っ た 。 ま た，岩手山火山防災 ガ イ

ドラ イ ン に沿 っ た防災対策 の 整備 も 定 の 前進 を

み た。こ れ ら の 状況 を踏 まえ て ，現状で な しう る

限 りの 安 全対策を行い ，長期的 に 岩 手山 と の 共生

を探 る道 に 第
一歩を踏み 出す こ ととな っ た。

　 Fig．3 に岩手 山 の 登 L【」コ ー
ス を，西岩于山 で の

水蒸気爆発で 予測さ れ る 噴石，降灰区域 お よ び後

述 す る緊急警報装置 の 位 置 と 共 に 示 す 。 ま た ，

Photo　1 に 薬師岳火口付近 の 写真 を示 す 。 東岩手

山 に は薬師岳山頂をめざす上坊 （ウ ワ ボ ウ） コ ー

ス （入 り口上坊神社），焼走 り コ
ー

ス 〔同国際交流

村），柳沢 コ
ー

ス （同馬返 し），御神坂 コ
ー

ス （同御

神坂駐車場）が ， 西岩 手山 に は七滝 コ ース （同県

民 の 森），松川 コ
ー

ス （同松 川 キ ャ ン プ 場），網張

コ
ー

ス （同網張温泉）が あ る 。 網張 コ
ー

ス は 三 ッ

石山を経 て 八幡平 に 至 る利便を 考慮 して 犬倉山手

Photo　 1The 　castern 　Mt ．　Iwate （SumIuit 　of　Mt、

Yakushi −dake ；hcight　2038　m ）．

1  　　　O　　 l  m

一

流村

FIg，3　Locations　of　the 　mountain 　trails　at 　Mt ．　Iwate　and 　the　device 　of 　the 　 emergency 　alert　system ．
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前の 分岐ま で規制の 対象 と されて い な い が ， そ の

他 の コ ー
ス は 中間点で の 規制 が 難 しい こ とか ら，

すべ て コ ー
ス 入 り口 か ら入山 禁止 とされ て い る 。

今回，入山規制 の 緩和 の 対象 として 挙げ ら れ た の

は，東岩手 山 の 4 コ ース で あ る 。

5 ．安全対策の 条件

　 5．1　基本要件

　 岩千山は山頂付近 ま で 観光道路や ロ
ープ ウ エ イ

の あ る観光 タ イ プ の火山 と異 な り，緊急 時 の ド山

に は時間 を要す る 。 有珠 山等 と異 な り， 活動に 異

常が捕 らえ て られ て か らど の 程度 の 時閙 で 噴火が

起 きるか 定か で な い 岩手山で は ， 人山者 へ の 緊急

連絡 シ ス テ ム の 確立 は 最 低 限 の 行 政責 任 で あ る
。

どの よ うな状況を も っ て 異常事態 と見 なす べ きか

の 判断 も難 しい 。 人体 に被害が生 じた り ， そ の恐

れ が あ る と予想 さ れ る時に出さ れ る緊急 火山情 報

の 発表後 で は安全 に下山で きな い場合 も起 こ り得

る 。 そ の た め，よ り安 全性 を 考え ，臨時火山情報

の発表を 異常事態 との 目安 とす る こ とと した 。 そ

して，当該市町村は防災行政無線 に よ り作動す る

緊急通報装 置を製作す る 。 も ち ろ ん ，沈静化 した

状況 に な い こ とを前提に 人 山す る登 山者 に は，警

報 の 有無を 自ら確認 し，異常時 に は 速 や か に ド山

す る と い う自己責任を啓発す る こ とも重 要と さ れ

た 。 す な わち，以下 の 三要件を柱 とす る，入 lh規

制 の 緩和 の た め の 対策が進め られ る こ と とな っ た。

（1）盛岡地方気象台が観測 や情報収集 に よ り，確

実に 「臨時火山情報」を発表す る 。

（2 ）行政機関 が，入山者 へ 確実に，異常が発生 し

た こ とを伝達 し， ド山を呼び掛 け る シ ス テ ム を構

築す る。

（3 ）入 山者に は緊急通報装置 を 自ら確認 し，異常

時 に は 速 や か に ド山 す る と い う，自己責任を啓発

す る 。

　 しか し，上記 三 要件 の い ずれか
一

つ で も適切 に

運 用 し得な い 場合 に は，安全 の 確保 は 困 難 に な る

の で あ り，指針を具体化す る 上 で 多 く の 課題 の 解

決を迫 られ る こ と と な っ た，、

5．2　異常事態 との 判断基準

65

　 第一の 課題は，どの よ うな 異常 を も っ て ，「下 山

が 必要 と さ れ る」異常事態 と判断す る か の 幕 準 で

ある 。 火山活動 の 監視 と情報発信 は気象庁 の 任務

で あ る こ と は い うまで もな い
。 し か し，岩手 山 で

は監 視網 が整備 された と は い っ て も，気象庁が リ

ア ル タ イ ム で 監視 して い る機器 は大学 な ど他 の 機

関 の データ を 分岐 して い る もの も含め て ， 地震計

12点，震 度計 1 点，空振 計 3 点，監視カ メ ラ 5 点

で あ る 。 観測点の 数 の み か らは，わ が 国有 数 の 監

視体制と称さ れ る もの の ，東西十数 km に わ た る

巨大な岩手火山群 の な か で は まば らな観測網で あ

る 。 ま た，有珠山で は地元 観測施設 の 研究 者 の 判

断や助言が大 きな力を発揮 した 。 し か し，岩 手山

で は地元岩手大学に は火山観 測施設 が な い ため ，

同様 の 役割を担 い が た い との 疑念 もあ り，緊急時

の 迅速 な 判断が容易で は な い との指摘 もあ っ た。

　 そ の ため
， 異常事態 との 判断基準 は，入山規 制

が避難の 勧告や警戒区域の 設定と い っ た 佳民牛活

に重大な 影響を及 ぼす性質 の もの で な い こ とを ふ

まえ て ，臨時火山情報に相当す る と，よ り安 全側

に お くこ とと した 。

　 ま た，そ の 発表 に 関 して は，行政 へ の 火 山活動

に つ い て の 学術的助言を 行 う こ とを目的 に 地 儿 に

設置 さ れ て い る 「岩手 山 の 火山活動 に関す る検討

会」も積極的 に 係 わ る こ と と し た 。 同検 討会 は 活

動評価 に 最 も権威を有す る火山噴火予知連 絡会 と

も密接に情報，意見交換 を行 っ て い る 。 また ， 検

討会 に は盛岡地方気象台長 も委 員 と して 加 わ っ て

お り，定期的 な 意 見交換 の 場を もつ こ と に よ り，

気象庁本庁お よ び仙台管区気象台 と も岩 手 山 の 活

動 の 現状 に つ い て の 共通認識が 培わ れ て い る 。 東

北大学地震 ・ 噴火予知研究観測 セ ン タ
ー

は地震計 ・

傾斜計 ・歪計な ど に よ る 定常観測点 5 箇所の ほか，

20 点以上 の 臨時観測点 を増強 し， 最 も豊富な観測

網を整備 し て い る。地元 の 岩手大学 で は，県 の 防

災 ヘ リ コ プ タ
ー

に よ る現地調査や監視カ メ ラ に よ

る観測な ど で 山体 の 変化を掌握 に 努め て い る 。 ま

た，地元住民か らの 情報や ，国土地理 院，産業総

合研究所 ， 防災科学研究所な ど他機関 か ら も観 測

情報 を提供 して も ら う体制が 整え ら れ つ つ あ る。

そ して ， 岩手県総合防災室，盛岡地 方気 象台，東
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北大学 地震 ・噴火予知研究観測セ ン タ
ー，岩手大

学工学部の 4 拠点 は テ レ ビ会議 シ ス テ ム で 結ばれ

て お り， 規模 の 大 きな 火山性地震 や 微動 の 発生 な

ど異常事態が発生 した場合 に は，状況 の 掌握や 協

議に運 用 された実績を も っ て い る 。

　 こ れ らの 背景 を もと に，登山者 に F山を促す異

常事態と の 判断基準は，臨時火山情報の 発表 に準

ず るもの と し，そ の 公表に は気象台が責任 を も っ

て あた る こ と は 当然で あ る が，1岩手 山 の 火山活

動に 関する検討会」も臨機応変 に協議 ， 支援 に 係

わ る こ ととした。そ れ故， ド山を指示す る規制基

準は，

（1）盛岡地方気象台か ら臨時火 山情報 ま た は 緊

急 火山情報が 発表さ れ た場合 。

（2 ）異常事態が発生 した こ と に よ り，岩手山へ の

疏 ち 入 り が 危険 と判断 さ れ た場合。

と した 。 ま た，事態が改善 され，再 び緩和す る基

準は，火山観測情報お よ び 「岩手山 の 火山活 動 に

関 す る検討
．
会」の 検討結果か ら み て ，岩手山 の へ

の 、：Lち入 り に伴 う危険性 が 切迫 した もの で な くな っ

た場合 と した 。

　5．3　登 山者 へ の 緊急連絡シ ス テ ム の 整備

　第二 の 課題 は，異常発生時 に ド山を呼び掛 ける

情報の伝達 シ ス テ ム の 構 築 で あ る 。 岩手山は 山頂

の 標高が 2038m と高 く，西岩手11［の 網張 ス キ ー

場 の リフ ト （標高約 1300m ま で ）以 外 は徒 歩 の

他に 登山手段 はな い 。 入山規制の 緩和 の 対象 と な

る東岩手山 に は，登山口 か ら上 に は商用電 源 が な

い 。 薬師岳火 1
．
凋 辺 の 3 箇所の 避難小屋 の うち八

号目避難小屋 に は 登山 シ
ーズ ン 巾は ボ ラ ン テ ィ ア

の 山岳協会員や ア ル バ イ トの 学生な どが 滞在する

が，無線な ど連絡手段は 整備 され て い な い 。 ま し

て ，登Lll中の
一

般人 に 広報す る機器 も手段 もな い 。

そ の た め，行政責任として 登山者 に 下 山 の 指示 を

確実 に 伝達する ため の 緊急連絡装置 の 開発や 伝達

シ ス テ ム の 整備が必要と考え られ た。

　INS 岩手山火 II［防災検討会の 会合 に は 通 信 ・情

報機器 メ
ーカ ーも自主的 に 参加 し，シ ス テ ム つ く

り に 知 恵 を絞 っ た。

　 東岩 手 11［に 登山道 を有す る雫石町 ・滝沢村 ・西

根町の 防災関係者 は，携帯電話 ・PHS な ど の通話

範囲 の 確認，赤色灯や サ イ レ ン な ど の 到達距離 の

確認 の た め の 調査を繰 り返 して 実施 した 。

　緊急警報装 置 の 起動 に 携帯電話などを活 用で き

れ ば，起動を
一

斉 に 行う こ と が で き る し，ア ン テ

な ど も小型化で き装置は簡便 に な る 。 実際，岩于

山 で は 山頂部や尾根 ス ジ は携帯電話が 通 話可能 で

あ る。しか し，こ れ ら の 地点 も NTT な ど電話 会

社が 示す通話可能区域外 に な っ て お り，常に 通 話

可能 と の 保障が な い 。ま た，登 1］1£9 の 位置 に よ っ

て は，常に通話不能な区域 もあ る 。 確 実 に ，緊急

情報を伝達する こ とが行政 の 貢任で あ る と の 認識

か ら，起動 に は 波長 の 長 い 町村 の 防災行政 無 線

（周波tw　60　MHz ，送信出力 0．5　W ）を 用 い る事 と

した 。 防災行政無線は 各 々 の 町村 で シ ス テ ム が異

なるた め，対応する緊急通報装置 も複数 の タ イ プ

が制作 さ れ る こ ととな っ た 。 異常時に は，岩手県

の 総合防災室 と 3 町村 の 役場が 同時電話会議 シ ス

テ ム を 通 じて 協議 し， Fig．4 の よ うに 所轄 の 通報

装置 を一
斉 に 起動す る体制を図 っ た。

　登山者 の 安全を考慮して ，通報装置 は 規制 が緩

和 され る 4 登山 コ
ー

ス （上坊，焼走 り，柳沢 ， 御

神坂）の 登山 口 と薬師 臨 ll頂を 含む登 山道上 の 7

箇所計 11 箇所に設置す る こ と とした 。 こ の うち

赤色 同転灯 と サ イ レ ン を 併 設 した もの が 7 箇所，

赤色 回転灯 の み の もの が 4 箇所で あ る 。 そ の
一

例

と して ， 柳沢登山道七 号目 に 設置 され た装置 の 概

略 を Fig．5 に，写真を Photo 　2 に 示す 。 サ イ レ ン

（50W × 2 基）は ， 2 分問吹鳴，3 分間休 1ヒを 10

回繰 り返 し，赤色 同 転灯 は 5 時 間 （専用太陽光 パ

ネル 付設 は 10 時間）起動す る 。 電源 は，シ ス テ ム

に よ り 12V ・24　V ，50　Ah ・ 65　Ah 蓄電 池 と 多

種に わ た る。入山 は 7 月 1 円 の 山開きか ら 10 月

8 口 の 体育 の 目ま で で あ り，そ の 間の 電 源確保 の

た め，太「場光 パ ネ ル に よ り発電を行 い ，異常時 で

シ ス テ ム が起動 しな い 場合に は，閉山 ま で 充電 な

ど メ ン テ ナ ン ス 不要な 電力量 を 確保 し て い る 。
シ

ス テ ム に よ り，待受 け消費電力 が 0，09A と 0．25A

の シ ス テ ム が あり，悪 大候 が 続 く こ と も考慮 し，

前者 に は最 大出力動作電流3．5A の 太陽光 パ ネ ル を

1基，後者 に は 2 基を付設 し て あ る 。 起動 時 に は
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Fig．5Schematic 　illustratjon　of　thc　device　 of 　the
emergCnCy 　alert 　SySiell ／

Fig．4　 Schematic 　repres じntation 　for　the　sigllal
　 　 　 ProPagation 　 Qf 　 the 　 device　 of 　　thc

　 　　 ernergenCy 　alert　SyStem

通報装置か ら親 局に 起動 した む ね の 信号が 逆 送 さ

れ る こ と に よ り，起動が 確認 で きる c

　登 由道入 り凵 お よ び 山体中腹 の 緊急通 報装置 の

サ イ レ ン は，強風 な ど極端な悪条 件下 で な い か ぎ

り，登山道上 の ほ とん ど の 場所に い る登由者が 聞

き取 りが出来 る よ う，音量，サ イ レ ン の 向 きや 角

度，設置場所 を工夫 し，か っ 現地調査 で 確認を行 っ

た 。 ま た，緊急通報装置を通 過後 ， た と え サ イ レ

ン を聞 き落 とした場合で も通常は 3 時間程度 の 行

程で次 の 通報装置を 確認 で きる よ う，装置 を配 置

した 。

　異常事態が 発生後，ど の くらい の 時間 で 噴 火 に

至 る か は 断 定 は で き な い もの の ，東側 や や深 部か

ら の 本格的噴火 に 至 る兆候 が 掌握 され た 場合，こ

れ らの 装置 か ら通 報 で ，避難す る に 十分 な 時間的

ゆ と りを確保 で きる もの と 考え て い る。

　岩于山 は，標高が高 く，冬季 の 積雪お よ び低温

Photo　2　 The　device　of 　 the　emergency 　alert

　　 　　 system 　 ar 〔〕und 　Lhe 　scverlth 　statlon 　at

　 　 　 　 the　Yanagi −sdwa 　mountain 　trail．

の た め，通報装置の メ ン テ ナ ン ス は 困難に な る こ

とか ら， 入山は 体育 の 凵 （2001 年は 10 月 8H ）

まで と限定 し，そ の 後，登山 ［ は再び閉鎖さ れ た 。

通報装置 の う ち．サ イ レ ン ，赤色回 転灯，ア ン テ

ナ，電源部な ど は取り外 し，八 合目避難小屋，不

動平避難小屋な ど に格納 した 。 来 シ
ーズ ン に は再
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び部品 を取り付け，稼働さ せ る こ と とな るが，装

置 の 維持管理 な ど は，今後 の 火山活動が ど の よ う

に 推移す る か に よ り検討 され る こ とに な る 。

　行政に よ る緊急通報装置 に よ る情報伝達の 他に，

臨時火 山情報の 発表時に は，NHK 盛岡放送局 ・I

BC 岩手放送 ・FM 岩手な ど の ラ ジ オ で 下 山 を呼

び掛 け る協力体制が とられ て い る 。 ま た，岩手県

の 防災 ヘ リコ プ タ
ー

および県警 ヘ リ コ プ タ ーが 上

空 か ら警告を伝え る 。 しか し， ラ ジ オ に よ る伝達

に関 して
， 実際に 登山者が常に ラ ジ オ を聞 い て い

る わけで はな い 。ヘ リコ プ タ
ーに よ る警告 も好天

で 山頂まで飛行で きる機会 は ご く少 な い と い う制

約 が あ る 。 そ れ 故，悪条件 の もとで も必 ず緊急警

報 を伝達で きる手段と して ， 緊急 通報装置が重 要

な役割を担い ，登山者 もそ の 確認 と い う自己責任

を負 うこ とに な る。

　5．4　登山者 へ の 自己賣任の啓発

　第二 の 課題 は，自己責任の登山者 へ の 啓発 で あ

る。 適切な火［1［情報 の 発表 お よ び 行 政 に よ る下山

の 勧告が伝達さ れ て も，登 山者 が 情 報 の 届 か な い

場所に立ち入 っ て い た り， 緊急通報 装置 を注視 し

な か っ た り，ま して 勧告に従 わ な か っ た ら，安全

対策は そ の 役割をな さ な い
。 緊急通 報装置の 位 置

を確認 し，赤色灯 点灯時 に は速や か に下山す る と

い うル
ー

ル を遵守す る こ とが求め られ る 。 また ，

緊急下山時に は山中に とり残された人 の 安否 確認

や救出の た め，入山者お よ び下 山者を正確 に 把握

す る必要が ある。

　 そ の た め ， 岩手山は 活動中 の 火 山 で あ る こ と，

ル ール を守れ ば安全を確保で きる体 制が 整 え られ

て い る との 基本的認識を培 うべ く， 観光 業者 な ど

を通 じて
， 緊急警報装置 の 設置場所や 火山防災 マ ッ

プ な ども掲載 した新た な 登山 マ
ッ プ や啓蒙を 図る

ビ ラ な ど を多数配布 した 。 ま た，Fig ．6 に 示 す よ

うな 登山者カ ードや カードを投入す る登 山箱 も新

た に 整備 し，下山時 に は ド山カー ドを必 ず提出す

る よ う促した 。 通常， 登山者数 の 掌握 は 登 山口 の

登山者 ノ
ートへ の 記載で 行われ て い る 。 しか し，

そ の チ ェ ッ クは遭難者が で た場合な ど しか 行 わ れ

ず，記載 も登山者 の 意志 に ま か さ れ て い る 。 ほ と

ん ど調査結果がな い ため 詳細は不明で ある が ， 山

連　絡　 先
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岳関係者に よると，
…

般 に 記載者 の 比率 は低 く，

特 に入山iIと下山冂 が異な る場合に は，下山 の 記

載が少な い とさ れ て い る 。

　岩手山で は，下ll」者 の 確認 を確実 に 行 うた め ，

こ れ ま で 行わ れ て い な い 下山カ ー
ドの 提出を 求 め

る こ ととした。また，下 山 カ ー
ド に は，登山 口 ご

との 通 し番号を事前に印刷 し，異な っ た 登山口 に

下山 した登山者が氏名を記載せ ず に 投函 し て も，

照合 が可能 に な るよ う工夫を こ らした。

　 こ れ ら の 二 課題 を よ り確実 に 実践す る た め の 準

備も各機関に依頼 し た 。 役場職員 の任務 の 分担，

異常発生時 の 召集体制，警報装置 の メ ン テ ナ ン ス

方法，な ど細部 に わ た る対策 マ ニ ュ ア ル も役場 ご

とに作成された。 火山活動 の 現状を よ り周知 す る

た め，盛 岡地方気象台は毎 日 17 時 30 分 に，関係

機関に，今日の岩手山と題 した 火山性地震回数 。

微動回数 ・有感地震回数を報せ る フ ァ ッ ク ス の 送

信を は じめ た。

6．入 山規制の 緩和 まで の 手順

　 2000 年 11 月 7 日，「岩手 山 火山災害 対策 検討

委員会」で，ヒ記安全対策が実施 さ れ た場合に は ，

東側 4 ル
ー

トの 規制緩和を 是 とす る意 見 が ま と ま っ

た 。 県と雫石町
・滝沢村 ・西根 町 は 「岩手山登山

者安全 協議会」を i
’
L ち 上 げ て 具体 的作業 を 進 め る

と共 に ，岩手山周辺 6 市町村 ・岩手県総合防災室 ・

同観光課 ・同自然保護課 ・県警 ・盛岡森林管理署 ・

盛岡地区消防本部 ・ 盛岡地方振興局 ・ 岩手県 山岳

協会な どか らな る 「岩手111の 入 1−［」規制 に 関わ る関

係者 会議」を 十数回開催 し， 安全確 保 の た め の 連

携 を図 っ た 。

一
方で ， 西側 の 水蒸気爆発 の 噴石危

険区域に入る上 防 ・焼走 りコ ー
ス の

一
部 は東側 に

新た な 登山 ル ー トを開設す る と い う作業 も行わ れ

た 。

　2001 年 5 月 16 日か ら は，緊急通報装置 の 山 中

へ の 設 置が 始 め られ，登 山 口 へ の 登山箱 や案内板，

西側 へ の 立人禁止 の 警告板 の 設置，登 山者 カ
ー

ド

の 作成 な ども進 め られた。また，観光 サ イ ドか ら，
一

部登山道 の 規制緩和 の PR と共 に，宿泊業 者 ・

旅行業者 へ は 登山者 へ の 登山者 カ ー ドお よ び ド山

カ ー
ドの 提 出や緊急通報装置 の 確認な ど臼己責仟
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の啓発 を促す よう協力を求めた 。 同年 6 月 に は 訓

練臨時火山情報を発表 し，通報装置 を 作動 さ せ 下

山誘導を行う 登山者安全対策訓練が 実施 さ れ ，ま

た，滝沢村 ・雫石町 ・西根町 で は関 係者 の 具体 的

な対応手順 を 示 した，岩手山登山者安全対策マ ニ ュ

ア ル も作成された 。

　入山規制の 緩和 は，現状以上 に 火山活動 （火山

性地震や微動の 発生，地殻変動 な ど）が 活発化 し

な い こ とが大 前提 で あ る 。 2001 年 6 月 25 日 ，

「第 17 回岩手山の 火山活動に 関 す る検討会」が 火

山活動に大きな変化が な い こ と を確認 し た 。そ し

て，「第 11 回岩 手山火 山災害対策検討委員会」が，

現状 で 対 応可能 な 安全対策 が施 さ れ た こ とを認 め，

そ の 提言を もとに ， 法的に規制を行 っ て い る岩手

山周辺 6iti町村長と 県が 協議 し，2001 年 7 月 1

日午前零時か らの 入山規制の 緩和を決定 した。

　 2000 年 11 月 7 囗 および 2001 年 6 月 25 日 の

一
連 の 会合は前節 に掲げた 三 要件 の 客観性を高め，

そ の徹底を確認する た め の セ レ モ ニ ー的な 一面が

あ る。しか し，関係機関 の 連帯 責任 と連携 を理 念

と した，岩手 山火山防災 ガ イ ド ラ イ ン の 意 義を改

めて認識 し， ま た報道機関を通 じ て 広 く県内外 に

岩手の 対応 を広報す る意 味 で も，重 要 な プ ロ セ ス

で あ る 。

　2001 年 7 月 1 日 午 前零時 ， 東側 4 登 山凵 が 3

年 ぶ りに 開かれた 。 小雨 と強風の 悪 天候 に もかか

わ らず ， 7 月 1 ［1だ け で 900 名近 く （登山者カ ー

ド提出者）が 山頂 を め ざ し，岩 于 山 の 存在 の 大 き

さが 印象 っ けられ た 。

　な お ， 安全対策 に 係わ る情報伝達 の フ ロ ーは

Fig．7 に，1998 年 の 人山規制か ら東側
一・

部規制

緩和 まで の一連の 経緯 は，Table　2 に と りまと め

た 通 りで あ る 。

7 ．監視員 へ の 依頼事項

　八合E］避難小屋 に は，岩手県山岳協会 の 会員が

ボ ラ ン テ ィ ア で ， 監視員と して常駐 し て 登 山者 の

安全確保 に協力 した 。 従前に は，公 的な 連絡手段

は なか っ たが ， 避難小屋 の緊急連絡装置を所管す

る 滝沢村 の 防災行政無線 の 移動子局 を 配 備 し て ，

連絡体制を整備 した 。
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報伝 達

Fig．ア　110w　chart 　for　the　transmission　of 　information　on 　volcarlo

　監視員 は あ くま で 任意 の 協力者で あ り，万
・
の

際の 責任 を負わ せ られ る立場に あ る もの で は な い

が ，以 下 の よ う な 役割 を担 っ て も ら う こ と と し，

そ の 認識を深め る べ く，説明会 も 2001 年 6 月 18

H に 開催 され た c

（1 ）火山活動 の 現況 の 把握 。 定時に 役場と の 連絡

を取り ， 止確 な状況を把握す る 。 （盛岡地方気象台

に は仙台管区 か らの 情報 が， 7 時 。11 時 ・17 時

に 入 り，役場 に も地震回数などが速 報 され る こ と

とな る。 ）

（2 ）入山者 へ の 火山活動の 現状 の 説明。

（3 ）入山者 へ 緊急通報装置 の 位置，起動時に は緊

急下山す る こ と の 説明 。 緊急時 の 避難誘導 。

（4 ）西側 に 、7二ち入 らな い よ うに 説明，監視。

（5 ）山頂火 囗 内 の 御 室火 口 へ の 、セニち 人 り を し な

い よ うに 説明 。 （今 の と こ ろ兆候 は な い が，火山性

ガ ス な どが 噴出す る と停留 し危険 な こ と も あ り 得

る）

（6 ）火山活動 の 監視， 異常時 に 気象台， 役場 へ の

連絡。

（7 ）緊急通報装置 の 破損 チ ェ ッ ク ，太 1場電池パ ネ

ル の 清掃 。

　岩手山で は，多くの 観測機器に よ る観測や 監視

カ メ ラ に よ る監視 を 行 っ て い る が，現地 で な け れ

ば掌握で きな い 異常現象 も生 じ る 冂∫能性 は あ り，

こ れ ら の 感知 は安全確保 に 重要 な 情報 で あ る。監

視員 に は，具体的 な異常 1下項 と して 以 ドの よ うな

事例 を掲げ，こ れ ら の 事象が 生 じ た 場合 に は た だ

ち に 役場 あ る い は 気象台に 連絡を と る こ と，場合

に よ っ て は 臨機応変 な処置 を行 う よ う依頼 し た 。

ま た，噴気 な ど こ れ ま で の 観測資料 や 写 真 な ど を

参考 の ため 避難小屋 に 掲示 し た 。

（1 ）有感地震 の 発生，地鳴 りの 発生 。

（2 ）硫化水素，亜硫酸 ガ ス な ど強 い 火山性ガ ス 臭

の 検知 。

（3 ）薬師火 口 や 火 凵 壁 か らの 強 い 噴気の 発生 （通

常，奥宮 ・妙高 陰南斜 面 ・南東火 ri壁 な ど か ら弱

い 噴気 は 出 て い る）。
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（4 ）西側で の水蒸気爆発の発生 （監視カ メ ラ な ど

で 監視 して お り，ま た 空振 計 も設 置 して あ る が，

悪天候時や 規模が小 さ い 場合 に は気象台 で 把握 で

きな い こ と もあ りうる）。

（5 ）大地獄谷，黒倉山山頂 か らの 異常な噴気 （高

さ 200m 程度ま で の 噴気は しば し ば観測さ れ て

い るが ，こ の 程度は 異常 とは見 な さな い ）。

（6 ）鬼 ケ 城な ど通常 は 噴気 の な い 場 所 か らの 噴

気の 噴出。

（7 ）御苗代湖 や お 釜 湖 な ど で の 変色 や 気 泡 の 発

生 。

　 また，岩手山西側 （おそ らく発生 す る とす る と

人地獄谷 ） で 水蒸気爆 発 が 発 生 し た 場合，径 10

cm 以 ヒの 噴石が平笠不動小屋付近 に ま で 降 り，

薬師火凵 に も数 セ ン チ の 火山灰が 降 り積 も る ・J能

性が あ る 。 焼走 り ・上坊の 登山 コ
ー

ス は，噴石 を

避けて 東側 に 辻回す る ル
ー

トを新 設 して い る が，

噴火時に は影響がな い とは い い きれ な い
。

　水蒸気爆発 は事前に予測で きな い か も し れ な い

の で ，爆発 に 遭遇 し た と きに は，以 ドの よ うに 対

応す る こ と と し た。

（1 ）速やか に 東側に下 山す る よ う指導す る 。

（2 ）山小屋周辺 に い る 人 は 屋内 に 避難さ せ る 。 爆

発 は長期間続か な い と推測 さ れ る の で ，役場な ど

と連絡 ・ 協議の 後 ド山誘導 を 行 う。

Table　 2History 　 before　 temporary　 dercgulation
for　stopping 　to　climb 　Mt ．1wate．

1998／6／24 臨 時 火 山情報 第 2号発表

　　　　　 「岩 手 山 火 山 活動対策検討会 」 が全域

　　　　　　　 ま た は東側 の 規制提言

　　　　　 周 辺 4 町 村 首 長が 全 域の 入 山規制決定

1§99／5／28

2000／6／17

6／23

17／

／
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11／7

県 と 6 市 町村首長 が 協議、規制継続

「第 19 回 lNS 岩 手 山火山防災検討会

　　 」 が緩和の 条件検討開始

県 と 6市 町 村首長が 規制継続 と緩和 に 向

　　 け た 安 全 対 策 の 推進を 決定

緩和 に 向け た 3町村現 地調査開始

岩手 山登 山 者 安全対策協護会発足

　具 体策 対 応 開 始、緊急通報装置の 開発

「第 10 回 岩手 山 火 山 災署対策検討委員

　　 会」 規制緩和 の 条件提示

県と 6市町 村 次 年 度の 規 制緩和を目指す

2001／5 まで　緊急 通 報装置 ・登 山 箱
・
案内板 ・登山者

　　　　　　　 カ
ー

ドな どの 作成

5／28

6／18G
／196
／25

18／

／
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「第 89 回 火 山 噴火 予知 連絡会 」 で 規制

　　 緩和 につ いて 童見 を伺 う

山岳協会避難小 屋 監視員研修会

岩手 山 登山 者安全訓練の 実施

「第 17 回 岩 手 山 の 火山活動 に 関す る 検

　　 討会」 で 東側噴火 は切迫 し て い な

　　 い と の認識

「第 11 回岩手山火山災害対策検討委員

　　 会」 で 体 制 が 出来た こ とを確認

県と 6 市町 村首長が東側
一

時緩和を決定

東側 4 コ ー
ス の 入 山規制を緩和

入 山規制 緩 和 を 終 了 入賭か ド黜覩 6，9S6S

8 ．規制緩和以降の 課 題

　登 山者 カ
ー

ド お よ び 下 山 カ ー ドの 提出状況 は

Table3 に示す通 りで あ る 、．両 カ ー ドの 回収お よ

び 照合作業は 岩于県警察 が 担当 した
。 緊急時 に は

，

地元警察官 が す ぐ 4 登山 口 に 駆 け付け， 登山者カ ー

ドと ト由 カー
ドを照合 し， 下山 して い な い 登山者

の 確認 を行う 。 通常 の 場合，当初 は毎 凵 凵 没後 に

各登山口 の 登 III箱か ら回収，8 月以降 は，週 に 2

回定 め られ た曜 日 に 回収作．業を 行 い ，入 山者数 や

下山カ ードの提出状況を集計 した。避難 小 屋 へ の

宿泊者 が い る場合 に は，当 口 の 登 山者 カ
ー

ド と下

山カー
ドの 回収数は 当然

一
致 しな い が，宿 泊 して

も 1泊が ほ とん どで あるため，数 日 単位 で 対比 す

れ ば，下 LLIカ ー
ドの 提出状況 な どを評価 で き る こ

とに な る。

TabIe 　3Number 　 of 　 climbers 　 and 　 rati 〔》 （）f

submission 　of 　climb −down 　card 　during
aperiod 　of　temporary 　deregulation　in
l999 （after 　Iwate 　Prefecture　Police）．

入 山 者 数　　下 山カ ー
ド提出率

7 月　 　　 　　 10 ， 268 人 　 77 ．0 ％

（1 日 〜 3 日）　 　 1 ，396 人 　 29 ．6 ％

8 月

9 月

10 月

7，071 人 　 91 ．7％

7 ，472 人 　 93 ．2％

2 ， 175 人 　 93 ．1 ％

合計 26 ，986 人 　 86 ．5 ％
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　 7 月だけで 入 ［Ll者は 10，268 名 と多数 の 登山者

が 山頂を目指 した 。 しか し，当初，異常時 の 安否

の 確保 に 必要な登 山者 カ
ー

ド，下 山 カ
ー

ド の 提出

が 守 られ な い 状況 に あ っ た 。 特 に ， 入山規 制緩和

の 初日 の 7 月 1 日 か ら 3 日 間 の 下山カ ー ド提 出率

は 3 割を割 っ た。急遽，カー ド提出を 呼び 掛 け る

看板の増設や 登山箱の 前を必ず通過 す るよ う ロ
ー

プ を張 っ た り，旅館，観光業者 を通 じて 徹底 を呼

び掛 けるな ど対応 を図 っ た 結果， 8 月 15 日 か ら

31 日 まで の 下山カ ー ド提 出率 は 93 ％ ま で 向上 し

た 。 10 月 8 日 の 閉山 まで の 登山者 （カ
ード提出者

数）は 26，986 名で 下山カ ー ドの 提出率 は 86．5

％ で あ る 。 啓発の 効果 も あ っ て後半向上 した と は

い え，下 山カ ードの 提出率は 100 ％に は届かな い
。

また，県警が終日，監視 ビ デ オ で 登 山箱周辺 を撮

影 して カ ードの 提 出状況 を調査 した と こ ろ，は じ

め か ら入山者 カー ドを提出しな い 登山者が 2 割程

度 い る こ と が 明 らか に な っ た 。 登山者 の 自己責任

の さらなる啓発が大 きな 課題で あ る　
・
方，罰則の

な い 規制に お い て 100 ％ の 遵守 は困難 と の 認識で

対応を考え る必要があ る。

　緊急通報 シ ス テ ム の構築に行政が責任を も っ て

あ た る な ど，行政責任 を 明確 に 認 識 し て 対 応 を図

る上 で，岩手県 の 果 た した役割は大 き い
。 単な る

連絡調整で は な く， 対応 に 温度差 も あ る 関係市町

村をとりま とめ，情報発信の 統括 か ら資金的 な 補

助 も含 め て リ
ーダー

シ ッ プ を発揮 した 。 登 山道 の

付け替え ， 仮設 ト イ レ の 設置 な ど 県庁 各部局 は勿

論，森林管理署 な ど国 の 機関 の 許認可 も，十分と

は い え な い もの の
， 比較的速 や か に 行 わ れ た こ と

も評価さ れ よ う 。 しか し，
一

方 で ，も っ と も登山

者 の 目に っ か なければ意味をなさな い
， 警報装置

の 説明板や立入禁止区域を示す看板な どが ，環境

に 調和 させ る と の 理 由で ，目立 た な い 茶色 に 塗 り

替 え を 強 い られ る な ど，規制の 杓子定 規的適 用 に

疑念 も残 され た。

　現地 で 登山者 の 安全確保の 実務に携わ る 山岳協

会員 の 役割 の 線引，夜間 の 緊急下山な ど突発事態

の 安全確保が現実 に 十分対応で き る の か ，法的根

拠 の な い 規制を ど こ ま で 強制出来 る の か な ど，今

後も実践の なか で模索 して い く こ とに な る課 題 も

多 く提示 され て い る 。

　2001 年 12 月 27 日 に 従前 同様
一

連 の 検討会，

委員会，県と 6 市町村の 協議を へ て，活動 に 大 き

な変化 が な い 場合に は，2002 年 は 7 月 1 目午前

6 時 か ら体育 の 日 の 午前 9 時ま で 同 じ 4 登 山口 の

入山規制の 緩和を行 う方針が確認 され た 。 昨年に

は不十分と の 反省が な さ れ た ， 生 きて い る 火 山岩

手山へ の 認識 と自己責任の 啓蒙を徹底させ る活動

を行 うた め の 時間的余裕を図 っ た もの で ，各機関

を 通 じ て 周知 へ の 努力 が な さ れ る こ と と な っ て い

る 。

9．結　言

　岩手山 で は，火山活動 が 通常 の 状態に 戻 っ た と

の 安全宣言がだ さ れ る前 に，火山活動 の 監視や 登

山者の安全確保体制 の 整備を基 に，山頂 ま で の 入

山規制 の 緩和をはか ると い う，「火山との 共生」の

試み が模索され た。そ し て ，「盛岡地方気象台か ら

の 火山情報 の 適切な発表」，「登山者 へ の 緊急連絡

シ ス テ ム の 整備」，「自己責 任 の 登 山者 へ の 啓発」

を 二 本柱とす る安全対策が構築 され，岩手 山東側

登山道 で の 入山規制 の 一・時緩和が実施さ れた 。

　噴火間隔が長 く，防災対応 が 十分 と は い え な い

我が国 の 多 くの 火山 に と っ て ，岩手山で の 取 り組

み は 先駆的な指針 ともな り うる と考え られ る 。

　岩手山で は二 年余とい う短期間で ，監視 網 の 整

備，被害想定，防災マ
ッ プ の 作成，火山防災ガ イ

ド ラ イ ン の 策定，避難訓練や啓蒙活動な ど を精力

的に行 っ て きた。 特に，国 ・県 ・市町村 の 連帯責

任 と，研 究者 ・行政 ・報道機関 ・住民 が連携す る

防災体制の構築は，「岩手方式」と注 目され て い る

（斎藤，2001b ）。 そ の 実践 に基づ く ， 安全 宣言以

前 の 規制緩和は，火山と の 共生を 冖指 した成果 の

ひ とつ と評価 され る 。

　 しか し，入山規制の 緩和が 東岩手山登山道 の み

の
一

時緩和 で あ るに も係わ らず，火山活動は 終息

したとの イ メ ージ が 広 が り，危機 管 理 意 識が 低
．
ド

しっ つ あ る 。 噴気活動 が 継続 して い る 西側 の 規制

緩和の 要望 もい ず れ は 課題 と な り，終 息 の 見 極め

が 困難 な 火山活動 の 中で ，模索 は続け ら れ る 。 何

よ りも，今後再 び マ グ マ の 活動が 活発化 し ， 噴火
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に至 らな い とい う保証は な い の で あ る 。

　専門職員が 育成 さ れ ず，継続性 に 欠 け る 行 政 の

体制の もとに，危機管理体制 と防災意識 の 継続 を

ど の よ う に 図 っ た ら良 い の か な ど，規 制緩和 2 年

目以降 も岩手山との 共生の 課題 は多 い 。
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